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新会長を拝命して

日本生物工学会会長　髙木　昌宏

この度，日本生物工学会の第22代会長を拝命いたしました，北陸先端科学技術大学院大学の髙木昌宏
でございます．伝統ある本学会の会長ということで，その責任の重さを痛感しております．不安もござい
ますが，副会長の福崎英一郎先生（大阪大学），秦　洋二氏（月桂冠），ならびに理事・役員，そして会員
の皆様の御助力により，2022年（令和4年）の創立100周年記念行事に向けて，一層の学問領域の活性化
と会員サービスの向上に励みたいと思います．よろしくお願い申し上げます．
以下に，私が会長就任に際して思うところを述べさせていただきます．

【取り組むべき課題：アクションプラン】第19代会長の園元謙二先生が提唱された3つのアクションプラン，
つまり，1．学会を維持運営するための財政基盤の確保，2．公益目的事業の企画・明確化と寄付文化の
醸成，3．年代・職種が異なる会員間の交流促進，について，私の在職期間中も粛々と実行したいと考え
ています．特に力を入れたいのは，産業界との連携と学会誌の充実です．産学連携委員会のアンケート調
査でも，産業界から「学会活動を，広報の場として活用したい」との声が寄せられており，そのご要望に
お応えしたいと考えております．また，ユニークな企画で好評を頂いている和文誌，インパクトファクター
が2を越えた英文誌についても，さらなる充実に向けて知恵を絞りたいと考えております．
【生物工学会らしさ：密度の濃い人間関係】上述したプランは，他学会とも共通する課題です．すると「生
物工学会らしさとは？」について，常に意識する必要があります．私どもの学会の歴史を振り返りますと，
その発端は，学生の企画に基づいた「同窓会組織」でした．その後，醗酵工学会へと発展するまでの歴史は，
第5代会長の照井堯造先生のお言葉を借りれば，「学会組織としての健全な発達への要望と，同窓会組織
への郷愁」の葛藤の歴史であったそうです．我々の学会に独特の雰囲気を感じておられる向きもあるそう
ですが，その理由を考えるに，「上意下達ではない同窓会的組織」であった設立の思想が，脈々と受け継
がれているからです．会員の皆様が相互に，他学会とは異なった密度の濃い人間関係を構築しつつ，忌憚
のないご意見・ご要望を，学会に向けて発信していただければと思います．この雰囲気こそが，生物工学
会らしさであり，発展のエネルギーです．
【学理と技術：応用基礎研究のすすめ】成熟期を迎えた日本の科学技術において，学理と技術の関係につ
いては，再認識する必要があると考えています．物理学者の上田良二先生は，次のように述べています．「日
本人の多くは，学理を応用して技術を開発するものだと思っている．しかし，ガリレイは望遠鏡を改良し
たが，幾何光学を勉強してからその仕事をしたのではない．蒸気機関の発達の後を追って熱力学が確立さ
れたことはよく知られている．日本人は，学理を生むような技術を開発したり，技術のなかから学理を育
てた経験に乏しいから，教壇に立つ先生まで，学理が先で技術が後と思い込んでいる．」つまり，応用研
究や実用化が先に進んでから，基礎研究分野が生まれる「イノベーション」を仕掛けることがもっとでき
るはずです．科学史を紐解くと，黒体輻射が量子力学を生み，アスピリンが脂質メディエーター研究を生
んだように，「技術が先で学理が後」となる「応用基礎研究」について意識した研究テーマ設定について，
より真剣に考える必要があると思います．
「バイオテクノロジー」は，典型的な学際領域であり，さまざまな知識と手法が相互に対峙・融合して
発達が遂げられています．創造的研究とは，結局は学問と学問が出会う境界領域で生まれています．そし
て，それはとりもなおさず人と人の出会いに端を発するのです．工学，農学，医学，薬学などの学問分野，
さらには，産官学など，異なった種々の価値観を相互に，そして積極的に，刺激，対峙，融合させ，会員
の皆様が，イノベーション創出に関わるための一助となることが，学会活動の大切な使命です．


